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さあ、スタート！
　ここまで共有したところでいよいよスタート。ホストが 20 人くらい出て来てくれるといいなと

いうイメージです。話したいテーマが見つかった人は円の中央に出て来て紙に書きます。大きな輪

の真ん中に出るだけでもちょっぴり勇気がいるもの。それだけにどうでもいい話ではなく、大事な

話題が出て来るのがOST の面白いところ。スタートしてしばらくの動かない時間を全員で堪え、ホ

ストが一人現れました。紙にテーマを書いたら全員に見せながら、話題を出した思いや理由を伝え

ます。会場は自然と拍手に包まれ、その後も少し間をおいて一人また一人とホストが登場してきま

した。

　出てきた話題は多種多様。「楽しい！が遊びの原点」「今きている子どもたちと何ができるか」「共

有したい大切なこと」という、原点や本質に立ち返って考えようという呼びかけ。「プレーリーダー

が関わるべきは大人」「分かり合うってきもちいい。だけど心配」「ムチャぶりは遊びのはじまり」

という、深めてみたい実体験の共有。「ママたちとつながるためには」「PLAY BB（バーバ）／GG（ジー

ジ）の役割」「プレーリーダーと世話人」という、自分の立場から見える役割についての議論。「新

しいメンバーの開拓は」「四国に遊び場を広めたい」「北九州で常設プレーリーダーのいるプレーパー

クを作りたい！どうやったらできる？」「組織づくりヘルプ！」という、まさに事が起ころうとし

ているところのお助け要請。「遊びを主の生業にして生きていきたい」「帰ってまず何をする？」と

いう若手のこれからに繋げていこうとする意気込み。「保育園・幼稚園はプレーパークになる」「学

校は絶対にプレーパークにならない」という、社会の中でのプレーパークのあり方を問う対話。

　話題が出尽くすのを見計らって、ホストにテーマの紙と目印の風船を持って会場全体に散らばっ

てもらいました。参加者がそれぞれに関心のある話題を訪れ、徐々に対話が始まります。前に立つ“え

らい人 ”だけが議論して “正解 ” を決めてくれるのを待つのではなく、必要な人が必要なところに、

貢献できる人が貢献できるところに、それぞれ関心を向ける先に集まって話をする。「明日」の現

場に持ち帰るための、建設的で本質的な話があちこちから聞こえ始めます。それぞれの話題はそこ

から派生して新たな輪ができたり、合体したりもしながら展開し、会場はたちまち活気に満ちてい

きました。
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「遊ぶ」支える社会の中で
　「遊ぶ」を支える社会を考えるとき、私たちそれぞれに担う役割があります。それは必ずしも全

員が声を上げて呼びかける役ではなく、呼びかけに応じて力を合わせる人、様々なところを渡り歩

いて智恵を交差させる人、活動家ではないが関心を寄せる人、様々なあり方があります。経験を積

んで伝えるものを持つ人はもちろん、これから始めようと奮闘する人もまた、考えるきっかけや協

力できる機会を提供し、人々が躍動する場を生み出して大きな貢献をしています。今回の全体会の

場は、まさにそうした社会の縮図であったと言えるのではないでしょうか。まだまだ続けたいとこ

ろでしたが、最後にこのことを振り返って共有し、各テーマでの議論の幅広さと豊かさを概観して、

全体会は幕を閉じました。

　時間が十分でなかったこと、会場が手狭だったこと、進行・運営が未熟だったこと、様々な課題

もありました。しかし、そうした中でも、集会の最後に若いのが前に立ってしゃべり出し何をし出

すかというときに向けられた、あの温かなまなざし、そして、それぞれのあり方で力が発揮され、

あの場にみなぎった活力こそ、「遊ぶ」を社会で支える源だったように思われてなりません。参加

者のみなさん、本当にありがとうございました。
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実行部隊紹介

PLAY FUKUOKA
2005 年に福岡プレーパークの会として発足。遊び場づくりの中間支援団体として活動ののち、子

どもの遊びを取り巻く様々な環境での活動に展開し、2012 年に改称しました。乳幼児親子のプレ

イパークや、PTA や地域の活動としての遊び場づくりの応援、学童保育の指導者や幼稚園の先生等

へのワークショップを取り入れた講座等、子どもの育ちを支える遊びが日常に広がることを願って

活動しています。また現在、福岡市が行う放課後等の遊び場づくり事業の人材育成を担い、一般向

けのプレイワーカー養成講座や通年で取り組む学生プレイワーカー育成講座を開いています。

ふくおか遊び場小集まり
福岡で全国研究集会が開催されるにあたり、事前に福岡県内各地で活躍する遊び場づくりの実践者

のみなさんと小集まりを開催しました。全国からの仲間を迎えることにワクワクドキドキを感じな

がら、どのような集会にしたいか意見を交換しました。各地での日常の活動の中、時間を合わせて

足を運んでもらうのはそれぞれ負担もありましたが、各地の近況を報告し合って悩みや智恵分かち

合い、エネルギーに満ちた時間を過ごすことができました。現場の写真を持ち寄ってつくった福岡

の遊び場を紹介するスライドショーを当日上映した他、分科会の担当や運営にも快く協力していた

だいて、福岡開催を地元から支える礎となりました。

当日学生スタッフ
集会の裏で会場を駆け回り支えてくれた若手は、学生プレイワーカー育成講座の受講生や卒業メン

バーでした。参加のつもりでやってきたところ、PLAY FUKUOKA の運営スタッフが慌ただしくし

ているのを見かね、心を寄せ、機転を利かせてくれました。2008 年より毎年、子どもたちと遊び、

共に学んで卒業していく学生たちは、それぞれ、保育や教育の現場、児童相談所や行政機関、民間

企業などで活躍し、今でも頼れるパートナーとなってくれています。
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第 6 回冒険遊び場づくり全国研究集会を終えて
関戸まゆみ（日本冒険遊び場づくり協会　代表）

　文字通り暑いアツイ夏の2日間。「第6回冒険遊び場づくり全国研究集会　『遊ぶ』を社会で支える」

は、たくさんの人の思いと力が集まり、盛会のうちに終了しました。初めて九州に渡っての全国研

究集会でした。大変な準備も、テレビ会議の利用や作業のスリム化、初めてのWEB 申込システム

など新しい工夫満載で、実現にこぎつけました。現地福岡では、たくさんの若い方たちの大活躍で、

エネルギーに満ちた、すばらしい集会になりました。後日、各所で福岡の方々への感謝の言葉が飛

び交っていたのを見ました。

会場の福岡県立社会教育総合センターは、合宿で研修やスポーツをする団体が同時に利用していま

したが、私たちの集会には、小さいお子さん連れで参加している方をたくさん見かけました。とて

も嬉しいことでした。東京は便利だからと、遠方からもいろいろな集まりに参加する旅慣れた方も

いらっしゃいますが、活動に関わっている子育て中の親も、こうして全国の仲間と顔を合わせ親し

く交流し、情報交換や研修をする場面はとても大事だと思うのです。本当に福岡でやれてよかった

としみじみ思いました。やはりご当地の方の参加は特別多く、また次は違う地域で開催できるとい

いなとも思わされました。

　閉会時には、全員で記念撮影。各持場に散っていたスタッフも前列になだれ込みました。全国研

究集会でこんな風にみんなの集合写真を撮ったのは初めてでした。

さて、基調プログラムのビデオメッセージでみなさんにお目にかかった大村虔一代表は、9月 1日

より名誉代表となり、新代表を関戸まゆみが務めています。しかしたいへん残念なことに、大村名

誉代表は 2014 年 1月 6日 75 歳で逝去されました。

　大村虔一さん、大村璋子さんのご夫妻は 1973 年にレディ・アレン著『都市の遊び場』を翻訳出

版したことをきっかけに、東京の世田谷で遊び場づくりを始められ、その流れが、今のNPO法人

日本冒険遊び場づくり協会に続いています。大村璋子さんは 2008 年暮れに他界されています。今

私たちは、お二人の歩みを引き継ぎ、それぞれ前に向かって進まなければと思います。心よりご冥

福をお祈りします。

　

これまでの全国研究集会
第 1回　1998 年	11 月	 東京・国立オリンピック記念青少年総合センター
第 2回　2001 年	6 月	 東京・国立オリンピック記念青少年総合センター
第 3回　2004 年	11 月	 神戸・兵庫県民会館、西宮・兵庫県立総合体育館　
第 4回　2008 年	1 月	 東京・国立オリンピック記念青少年総合センター
第 5回　2010 年	10 月	 横浜・野島青少年センター
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参加者アンケートから

研究集会の最後に、107名の参加者から振り返りのアンケートを寄せて頂きました。
　回答者の約 8割が女性です。

都道府県別に見ると回答者の半数を超える人が福岡県（60 名）で、東京都（11 名）、神奈川県（5名）、鹿

児島県（4名）と続き、全体では 20 都府県からの参加がありました。

また参加団体の数は、66 団体となりその中には行政４，教育機関２、法人３が含まれています。

アンケート回答の把握整理は、4つの設問ごとに行いました。
回答に複数の文意があれば、切り分けて近い意味の文章を寄せて行きました。文章の体裁を整えたもの、

趣旨を取り違えていたものを多少整理しましたが、ほぼ原文のままです。

設問と照らしながら、回答という参加者の視点から研究集会を振り返って頂ければ幸いです。なお表中の

「区分」は整理に際して設定した便宜上の表現です。それぞれの「区分」毎に、代表的な回答を取り出して

太字表記しました。また設問のすぐ次の行に設問を代表的な回答を抜き出し太字表記しました。従って太

字表記のみを追いかけることで設問回答の概括を把握することができます。

1. 大会テーマ「『遊ぶ』を社会で支える」に対して、あなたは本集会を通してどのように受け止めましたか。
社会を知らない自分がいました。社会では遊ぶことを考える時代なんやーん。うらしまたろ子でした。
遊びを社会で支えなければいけない現状がある。
自分にも出来ることが沢山ある。
もっと広く社会に伝わる言葉を使えるようになりたい
同じ想いの大人を少しでも増やしていきたい
たくさんの人が関わっている遊びの場は、素敵な社会なんだなあ

「遊び」が社会を支えるのかな。
あそぶってやっぱりすごい！遊ぶことを話してると、みんな仲良くなっていく。
子どもも大人も一緒に”遊ぶ”ことでもっともっと楽しい社会、笑顔あふれる社会になる
子どもにとって、本当に遊ぶって生きることなんだなと思いました。
沢山の人たちの話を聞き、自分たちの場所にあった居場所作りがればいい
あきらめずに、続けていかなければ…と決意新たにしています。
全国で、熱い思いを持って活動されている方々にふれて勇気を頂きました。
まだうけとめきれてないです。

2. 本集会に参加して、良かったところ、自分のために役立ったところなど、ご自由にお書きください。
大人の意識の共有に頭を悩ませていましたが、共有とはみんなの意見を出し合うこと。
共有≠共通理解だという言葉を他の人から言われて、心の中にストンと落ちました。
自分の中で考えていた以上にいろんなヒントを頂き本当に良かった。
たくさんの方々の想いを体で心で感じられ、とても心が満たされました。
多くの仲間がいる事が分かった事
熱い大人たちの言葉がきけて良かったです。
準備など大変だったと思いますが、この二日間、本当に濃い二日間でした。
深く考えすぎず、遊び心！ひらめきみたいなことも大事にしたいと思った。
コミュニケーションの大切さ、しかけるとこから始まる。
いろんな土地のプレーパークの話を聞くことが出来て良かった。
プレーパークについての新たな観点を得ることができました。
プレーリーダーについてのいろいろなあり方、育て方など聞くことが出来た。
私に何ができるのか考えさせられました。
スキルのある方の考え方、先端の情報などもこれからに生かせそうです。
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3. あなたは、これからどのような冒険遊び場づくりをしていきたいですか。
特別なことなんてない、”子どもたちにとってあたりまえ”に遊べるところ。
　　
生きることを自然に経験できる遊び場。
やりすぎず、見守る姿勢を大切にしていきたい。
日常的に小さくても楽しく遊び場を続けていきたいです。
遊びをきちんとうけいれられる場であり、自分の心の遊びたい！と思える場、空気。
近所の公園や校庭で面白そうなダイナミックな遊びもしてみたい。
遊びつくしても遊びきれない。子どもの時間を大切にしたい。
子どもにとって居やすい場。
大人も育つ、地域の居場所としてのプレイパーク。
皆が（色んな人が）立ち寄って楽しんでいく場づくり。
町役場と遊び場を作りたいという人たちとの意思疎通をはかる広場でありたいです。
子どもたちが何でもなくふらっと来るような場所。
日常と切り離さないで、いろんな可能性を模索したい。
プレーパークの理解者を増やしていきたい。
色んな人とつながる、つながれるプレーパークを開催していきたい。
あたたかく見守る。大人も増やしたい！（地域に）
出来ることを出来るところから、楽しんで !!
まず、スタッフみんながプレーワーカーになる
発信し続けること !!
子どもが”自ら”動き感じる遊び場を作っていきたい。
楽しい遊び場ができたらいいな。
エコなことと遊びが一緒になる、高齢者も含めて。
素材にあふれた限定しない遊び場。”場”の意味を広げたい。
今もらったエネルギーを大事にします。

4. その他、ご自由にご意見をお書きください。
3 年後なんて待ち遠しい !! 次回もぜひ参加したいです。
とても温かくていい運営でした。
全部の分科会に参加したかったです。
あいあい、進行素晴らしかったよ !!
シークレットフレンドの相手が見つかりませんでした。
あつかった！
少々時間がキチキチでした
この集会のことは偶然知り得た
福岡に来てよかったです。
貴重な二日間を過ごすことができました。
分科会・全体会すっごく楽しかったです。
私はもちろん、多くの方がここで沢山の力をもらったと思います。
色々な視点からの意見が出ていて楽しかったです。
さまざまな人達とお話しができました。
長年かけて冒険遊び場をしてきた方、最近参加した私からすると本当に尊敬です。
懇談会で、もっと他の地域の人と話したかったです。
まずは、近所のコミュニケーションをつくっていこうと思います。
また会いましょう。
次も参加したいなーと思います。
いろんな方の言葉が心に染みました。
さまざまな事例や、さまざまな人の考えに触れることが出来て、来てよかったと感じました。
今後ともよろしくお願い致します。
御苦労さま、お疲れ様、
あまりお役にたてなくてすみません。
ここでの出会いに感謝 !!

参加者数
性別 人数
女性 144
男性 77
不明 1
合計 222

都道府県別参加者数
都道府県 人数
北海道 1
宮城県 5
山形県 1
福島県 1
茨城県 1
埼玉県 10
千葉県 4
東京都 21
神奈川県 14
岐阜県 1
静岡県 4
愛知県 2
大阪府 2
兵庫県 2
島根県 2
岡山県 10
広島県 4
香川県 1
愛媛県 1
福岡県 112
佐賀県 1
長崎県 6
熊本県 1
大分県 4
鹿児島県 8
不明 3
合計 222
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スタッフアンケート
第 6 回冒険遊び場づくり全国研究集会事務局

今回の冒険遊び場づくり全国研究集会が無事に開催できたのは、参加されたみなさまのなかから多くの方が自主的に動き、支えて

くれたからに他なりません。多くの方が自主的に動いてくれたのは、手づくりの集会ならではの良さとも言えますが、そこに依存

してしまうことはリスクが高く、また一部に負担が集中してしまうおそれもあり、必ずしも望ましいこととは限りません。

そこで、次回開催のときの参考になればと思い、閉会後に全国集会事務局で急遽スタッフアンケートを作成し、全国集会事務局や

冒険遊び場づくり協会に所属していないのに当日動いてくれたスタッフ７人（後日連絡をとれた方）に配布いたしました。そのう

ち４人から回答を得ることができましたので、ここに、その内容をまとめてご報告いたします。

１．スタッフになった経緯
・ 事前に自ら申し出ていた	 なし
・ 関係者から事前に依頼があった	 １人（託児・１〜２ヶ月前）
・ 関係者から事前に募集があって応募した	 なし
・ 当日、様子を見て自主的に	 ２人
・ 関係者から当日に依頼された	 １人

　今回アンケートを配布した経緯からも予想された通り、事前
に依頼があったのは託児スタッフだけで、その他の当日スタッ
フは当日に自主的に、もしくは当日に依頼されて関わった方々
でした。

２．仕事内容
■開会以前
・ 資料準備（当日使用パンフレット等）
・ 託児スタッフとの調整（前日までプログラムの時間が決定し
なかったので、ワーカーさんたちの苦労が伺えたので申し訳な
かった。）

■１日目
・ プレプログラム、基調講演などの会場設営（椅子・テーブル
準備、機材の準備）
・ 駅からの道案内
・ タクシーの手配
・ 篠栗駅で電車で来る参加者のタクシーの乗り合わせの対応
・ 足りなかった資料の追加印刷、パンフレット不足分の手配
・ 来場者案内（宿泊施設、会場案内）
・ 駐車場整理
・ 遊び場づくり協会の担当者の方と分担して、物品の販売・お
金の管理（バザールコーナー）
・ シアタールーム設営
・ 見張り（シアタールーム）
・ 備品管理、荷物運び（分科会）
・ 分科会１への案内以降、後半２０分のみ参加
・ １日目は、プログラムの時間が押したので、心配したが、ワー
カーさんの対応が慣れていたので良かった。（託児）
・荷物運び（懇親会）
・ 分科会や基調プログラム、プレプログラムで使用する機材の
手配、分配
・ 資料、機材の整理（全般）

■２日目
・ 備品管理、荷物運び
・ 分科会２で使用するプロジェクターなどの準備と回収
・ 分科会で使用するプリント印刷
・ アンケート集め（分科会）
・ 会場設営（全体会）
・ ペン、椅子などの準備、全体会で使用する模造紙等の準備（全
体会）
・ 落とし物のアナウンス（全体会）
・ タクシーの手配
・ モーニングプログラムから閉会式までの間のバザールコー
ナーの見守り
・ 販売、お金の管理（バザールコーナー）

■閉会後
・ 社教センターから借りていた物品の回収
・ 各分科会で使用した物品の回収
・ 各部屋のそうじ、講堂のそうじ、椅子などの片付け
・ 各分科会会場の現状復帰

■その他、全般
・ 宿泊施設の確認（各部屋の布団、そうじなど）
・ 帰りのタクシー手配
・ 後片付け

　当日スタッフの仕事内容は多岐にわたり、託児、誘導、会場
設営、撤収、備品管理、金銭管理、資料印刷、その他雑務など、
当日発生した作業のみならず、あらかじめ予想できたはずの作
業が多かったことがわかります。託児こそ事前の依頼を行った
ものの、今回の全国集会の開催に、自主的な協力スタッフの存
在が不可欠であったことが窺えます。

３．参加できなかったプログラム
・ プレプログラム	３人
・ 開会式／基調プログラム	 ３人
・ １日目の分科会	途中参加１人
・ 懇親会	なし
・ モーニングプログラム	 ２人
・ ２日目の分科会２	 ３人
・ 全体会／閉会式	３人
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・ バザールコーナー	 なし
・ シアターコーナー	 １人
（複数回答）

　集会そのものに参加しに来たはずなのに、当日スタッフになっ
たばかりに、多くのプログラムに参加することができなくなった、
もしくは制限されたことがわかります。

４．困った点、改善点など
・ 今回の第６回全国集会は、PLAY FUKUOKAと冒険遊び場づくり
協会さんとの共催だったと伺っています。開催にあたり、準備や
打ち合わせ等、多大な尽力があったことだろうと思います。当日
の動きに関しても、古賀さん、梯さん、野島さんが運営のために
走り回っていらっしゃるのを目の当たりにしていました。冒険遊び
場づくり協会の方も受付で作業されていました。学生メンバーは
もともとボランティアスタッフではなく、全国集会への参加者とし
て参加していました。しかし、細かい作業に手が足りていないと
感じ、自主的に手伝いを始めました。当日の動きとしても、PLAY 
FUKUOKAとづくり協会の共催となっているならば、づくり協会の
方もしっかりと当日の動きなどについて、打ち合わせが必要だった
と感じました。全ての負担が PLAY FUKUOKAにかかっている気が
していました。
・ 篠栗駅での参加者対応の際、何人参加等の情報を把握していな
かったため１時になっても社教センターに戻って良いかわかりませ
んでした。また１日目の昼食も希望していましたが、駅にいたため
昼食をとることができませんでした。
・ 備品管理についても協会とPLAY FUKUOKA双方の持ち込んだ備
品数、社会教育センターからの貸し出し物、その他の人から貸し
出された物をまとめた物がなく、各分科会会場で必要となる備品
数についても書面化されていなかったため、何も分からないまま
自分の判断で行動しなければならないことも多々あり、同じ部屋
を何度も往復することもある等非常に困りました。
・ バザールコーナーでは、団体によっては売上金が放置されている
ところもあり、鍵も持っていなかったので、部屋をあけることがで
きませんでした。
・ 少し時間が空いても、途中参加だと分科会の内容が分からず、
またすぐに別の仕事をしなければならず、ゆっくり話をきくことが
できませんでした。できることはお手伝いしようという気持ちで行
きましたが、分科会等は参加できると思っていたので、結局参加
できず残念でした。
・ 当日スタッフとして動くことを事前に知らせてもらえると動きやす
かったかと思う。他のスタッフの動きを把握できていれば動きやす
かったと思う。

　スタッフに対する運営事務局の対応が不十分であったことがわか
ります。また、冒険遊び場作り協会とPLAY　FUKUOKAとの連携
がうまくとれていなかったことも指摘されています。

５．得られたもの、良かったこと
・ 大規模な集会の開催にあたり、裏方の準備の必要性を知れた。
・ 共に準備をした仲間との絆が深まった。
・ この集会をあそこまで準備された方々へのリスペクトと感謝の気持ち。
・ 自分で考え行動することの必要性。
・ １人で動くのではなく、全体での情報共有や意思の伝達が重要
であることを実感。
・ 今回の研究集会では、情報が少ない中で何をどうするべきか、
次に何をすれば効率が良いかと考えて行動することがあったので、
自分で考えながら行動することの大切さを実感し、また実践する
ことができたかなあと思います。また、今回一緒にスタッフとして
動いていたPLAY FUKUOKAの学生メンバーと元々役割分担や仕
事内容について打ち合わせしていたわけでもないのに、誰が何を
するのが良いのか、あの人がこれをしているはずだから自分はこ
れをしようと考えて動くことができ、チームとして活動することが
できたのかなと思います。
・ 全国集会の運営として、事務局のみなさまがいかに大変かが分か
りよかった。私たち以上に事務局のみなさまは本当に大変だった
のではないかと思います。また、当日スタッフ同士の絆が深まった。

　スタッフ間の絆の深まりや、準備の必要性への理解、自ら考え
行動することの必要性、全体での情報共有や意思の共有の必要性
への理解、などが挙げられています。

６．その他、運営に関して
・ 分科会には参加できませんでしたが、夜の懇親会や他にも空き
時間等で、全国で活動されている人たちとお話する機会をもてた
のはとても良い経験になりました。同じ子どもの遊び場づくりの活
動をしているのに、それぞれに微妙に考え方や方法がちがったり
でお話をきいていて自分もこういうことをしてみたいと良い刺激を
受け、非常に有意義な時間を過ごせたと思います。
・ プログラムづくりなど、福岡での開催ということを考慮して事前
に様々な現場の人々と話し合いの機会をもたれてあったのが、す
ごいなあと思った。非常に丁寧にされていると感じた。
・ プレプログラムとモーニングプログラム、バザールは子どもがい
ると落ち着いて見れないので残念だった。子どもを中心に考える
研究会なので、ぜひ子どもプログラムを視野に入れて今後は計画
していただけると嬉しいです。（外遊び以外の方への依頼。Ex.アー
トワークショップの展開など）

　スタッフ側に属して動いていたものの、それでも集会の参加者
と交流することで有意義な時間を過ごすことができたことがわか
ります。また、プログラム全体の組み方に関しても、特に子連れ
の参加者としての意見がありました。
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第六回冒険遊び場づくり全国研究集会

実施日	 2013 年 8 月 24 日（土）～ 25 日（日）
会場	 福岡県立社会教育総合センター
特定非営利活動法人日本冒険遊び場づくり協会

７．総括
　事前の十分な案内も説明もないまま、当日あるいは直前に急遽スタッフとして協力してくださったみなさんには、多大なご負担などご
迷惑をおかけしてしまい、ここにお詫びを申し上げます。また、今回の状況から考えて、必ずしも「スタッフ」と事務局側で認識されな
いまでも、運営に様々な場面で協力してくださった参加者がいらっしゃったことが想像できます。至らぬ点が多々ありながらも無事に開
催することができたのは、協力してくださったみなさまのおかげと考えています。スタッフはもちろん、参加者のみなさまにはあらためて
感謝の気持ちを申し上げます。
　反省点は多々ありますが、事務局から事前のスタッフ募集、説明、役割分担がほとんど行われなかったことが、何より大きく反省すべ
き点と考えています。PLAY FUKUOKA側の負担が大きいとの指摘もありましたが、そもそもそのような状況を招いてしまったことを事務
局全体として反省しなければなりません。参加される方にとって、全国集会のスタッフに東京も福岡も区別はありません。事前の打ち合
わせの段階を含め、役割分担や協力体制、情報共有の仕方に問題がなかったか、スケジュール、人員に無理はなかったか、反省すべき
点が多々あります。
　ただし、今回、当日スタッフでスタッフ間の絆の深まりなど、得られたものがあったことは、次の集会運営をより良いものにするため
のヒントです。たとえプログラムに参加することができなかったとしても、事前の了承があるかないかで、その気持ちには大きな差が生じ
ることでしょう。
参加者とともにつくりあげるという全国集会の良さを残しながら、一方で、一部の自主的な負担に依存しないために、どのような事務局
運営が望ましいか、本報告が次回開催のためのヒントになれば幸いです。
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